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要 旨 

 

加工食品のカレーを対象として，スイセンの自然毒成分であるリコリンの分析法について検討した．精製用カラムを用

いた前処理を行い，高速液体クロマトグラフ質量分析計（以下「LC-MS/MS」という．）により測定したところ，添加回

収試験における回収率は 93.5%と良好な結果が得られた．加工食品を対象としたリコリンの分析法として，自然毒による

食中毒発生時での適用が期待される． 
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Ⅰ はじめに 

リコリンは，スイセンなどのヒガンバナ科の植物に含まれ

る有毒成分で，喫食後 30分以内の短い潜伏期間の後に悪心，

嘔吐，下痢，流涎，発汗，頭痛などの中毒症状を呈する 1) ．

スイセンの食中毒事例は，平成 25年から令和 4年の 10年間

に全国で 65件発生している 2) ．徳島県では，平成 23年にス

イセンの葉をニラと間違えて餃子に使用し喫食したことによ

る食中毒が発生した 3) ．また，平成 26 年度には当センター

が事務局となって，中国・四国ブロック内の地方衛生研究所

を対象に，スイセン鱗茎中に含まれるリコリンの検査にかか

る精度管理事業を実施したことがある 4) ．しかし，いずれも

加工されていないスイセンの分析事例であった． 

今回，より広い食中毒事例に対応することを目的として，

加工食品を対象としたリコリンの分析法について検討したの

で報告する． 
 

＊現 東部保健福祉局 徳島保健所 

Ⅱ 方法 

１ 試料 

添加回収試験用の加工食品には，油脂や香辛料を含み複雑

なマトリックスを含むとされるカレーを選定し，市販のレト

ルトカレーを用いた． 

２ 試薬 

（１）標準品 

リコリン塩酸塩標準品は，Med Chem Express 社製（純度

99.89%）を使用した． 

（２）試薬等 

メタノール，蒸留水は，HPLC用を使用した． 

精製用カラムはWaters社製 Oasis HLB（60 mg/3 cc，粒径

30 µm）を使用した． 

３ 標準溶液 

リコリン塩酸塩 5.63 mg（リコリン 5 mg相当）をメタノー

ル 10 mLに溶解し, 標準原液（500 µg/mL）とした．リコリ

ン標準原液をメタノールで希釈し，5 ng/mL， 10 ng/mL，20 
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ng/mL，50 ng/mLの検量線溶液を調製した． 

４ 装置及び測定条件 

（１）装置 

LC-MS/MS 

ExionLC AC/QTRAP4500（SCIEX社製） 

（２）測定条件 
（HPLC部） 

カラム：Scherzo SM-C18（2.0 mm I.D. × 150 mm,  

粒子径 3 μm，Imtakt社製） 

カラム温度：40°C 

  移動相：A液 10 mM ギ酸アンモニウム水溶液 

B液 メタノール 

グラジエント条件：A/B = 90/10（0-1 min）→20/80（15.6 min）

→5/95（16-26 min）→90/10（26.1-30 min） 

流速：0.2 mL/min 

注入量：1 μL 

（MS部） 

イオン化法：エレクトロンスプレーイオン化法 positive 

スプレー電圧：5500 V 

イオン源温度：300 ℃ 

測定イオン（コリジョンエネルギー） 

（定量）288＞147（40） 

（確認）288＞119（54），288＞91（73） 

５ 試験溶液の調製 

当所で実施したアトロピン，スコポラミンの迅速分析法 5) 

に準じて，次のとおり精製用カラムを用いた前処理を行った． 

試料 1 gにメタノール 20 mLを加え，30 分間振とう抽出

後，遠心分離（7,000 rpm，10 分間）を行い，上清 10 mLを

0.20 µm メンブレンフィルターでろ過したものを抽出原液と

した．Oasis HLBをメタノール 5 mL，蒸留水 5 mLでコンデ

ィショニング後，抽出原液 250 µLを蒸留水で 5 mLに定容し

たものを負荷し，10%メタノール 5 mLで洗浄後，メタノール

3 mLで溶出した．これをメタノールで 5 mLに定容し，試験

溶液（400倍希釈液）とした．この試験溶液 250 µLをメタノ

ールで 1 mLに定容（1600倍希釈液）し，LC-MS/MSで測定

した． 

６ 添加回収試験 

市販のレトルトカレー1 gにリコリンの濃度が 50 µg/gとな

るよう標準原液を添加したものを試料とした．リコリンの濃

度は，カレーの調理の際，たまねぎとスイセンの鱗茎を誤用

し，食中毒が発生したと仮定して設定した．試料は 3併行で

抽出し，添加した濃度に対する回収率の平均値と相対標準偏

差（以下「RSD」という．）を評価した． 

本分析は，食中毒事例が起こった際に迅速に植物毒を検出

することを目的とするため，加工食品中に高濃度に含まれる

農薬等の迅速検出法の性能評価基準を参考に回収率の目標値

を 50-200％，併行精度の目標値を RSDとして 30%未満にそ

れぞれ設定した 6)． 

 

Ⅲ 結果及び考察 

１ クロマトグラムと検量線 

リコリン標準溶液のクロマトグラムを図 1に，検量線を図

2に示した．5～50 ng/mLの範囲で良好な直線性（r2＝0.999以

上）が得られた． 

２ 添加回収試験結果 

リコリンの平均回収率は 93.5%，RSDは 17.5%であり，と

もに目標値を満たした．複雑なマトリックスを含むとされる

加工食品に対しても，本報で用いた前処理法を適用できるこ

とが示唆された． 

植物性自然毒の分析については，先に検討したアトロピン

及びスコポラミン 5) に加えて，リコリンの分析が可能である

ことを確認した．今後は，より多くの自然毒成分を対象とし

た一斉分析法について検討したい． 

 

Ⅳ まとめ 

加工食品中のリコリンについて，精製用カラムを用いて前

処理し，LC-MS/MSにより分析したところ，添加回収試験に
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図 2 リコリンの検量線（5～50 ng/mL） 

図 1 リコリン標準溶液 20 ng/mLのクロマトグラム 

定量用 m/z 288>147 

0                10                 20                30                40                 50 

6e5 

5e5 

4e5 

3e5 

1e5 

2e5 

0 

おける回収率は 93.5%と良好な結果が得られた．加工食品を

対象としたリコリンの分析法として，自然毒による食中毒発

生時での適用が期待される． 
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